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SUIllIllary 
ln vitro culture of stem segments was carried out on 24 cultivars of Chrysanthemum morifo閉
めlmto examine differences in organ formation among them. 
The e狂ectof growth regulators was examined on thr巴ecultivars， namely 'Kayδ引か
sakura' and‘Ki-amagahara' with medium sized flowers and ‘Azumajishi'， alarge-flowered 
form. Int巴rnodalstem segments excised f1川 nthe plant were cultured on MS medium sup-
plimented with different concentrations of IAA or NAA and kinetin， either a10ne or in 
various combinations. The stcm scgmcnts of thc othcr 21 cu1tivars wcrc culturcd on 
MS mcdium with 3 mgfl IAA and 1 mgfl kinctin， which was rccognizcd as onc of thc 
suitable combinations in the above cxpcrimcnt. 
1. Whcn culturcd on the medium with on1y IAA or kinetin added， the formcr thrce 
cultivars formed neither shoot nor root on the segments. On the medium with IAA and 
kinetin in combinations， however， shoot development was observed in the two medium-
flowered cultivars， but not in the large-floweredζAzumajishi'. The exp1ants of ‘Kayふ
no-sakura' differentiated one or more shoots on al the media with 16 kinds of IAA and 
kinetin combinations tested， whereas in 'Ki岨amagahara'shoot formation was found only 
on two of the combinations. When NAA was combined with kinetin， on the other hand， 
rooting was observed， but shoot formation was to some extent inhibited. 
2. Among the other 21 cultivars， including 3 1argeη14 medium“and 4 small-flowered 
forms， none of the large-日oweredones showed any shoot or root development on their 
explants， while shoot formation was observ巴din 5 members of medium-flowered and 2 of 
small幽flower巴dcultivars. No explant show巴donly rooting without shoot development. 
3. The above results suggest that in th巴 chrysanthemump1ant shoot formation in 
vitro may have some relationship to shoot branching behavior under natural conditions， 
which is more prevalent in the small-and medium-flower巴dcultivars than in the large輔
自oweredones. 
1.緒言
植物組織地養法は各種の綴物を材料として穏々の分野の研究に利用されている3)8)川 21)組織
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f行義r:kの問主主分野にふ、ける応瓜場面としては， (1)繁殖， (2)無病苗の作出， (3)品種改良など
があげられる.既に， ラン類の増殖やカーネーションの無病苗の作出・増殖は企業化されてい
る16)
栽培ギクの繁猶は通常さし:2~で容易 K行なわれているが，組織培養法を援用するとその増殖率
が極めて高くなる.更に，培養物として茎頂を用いた場合lとは無病苗を作出することも可能とな
るために，組織培養法の利用性は極めて潟くなることが指摘されている5)
，組織培養によって生じた株の中にはキクをはじめ，多くの植物で変異事長が出現すること
が報告されている2)7)14)15)17) 従って 組織培養法は無性繁殖の主姿な目的の一つである遺伝性
の均一な倒休を多数独得する点では若干不利な街があるが，組織f1f養によって生じた変異株を育
極lζ利用できる有利な面もある.
本研究は，組織if護法を栽f奇ギ、クの繁殖と育穏の両面lこ利用しようと L、う観点から，それらの
基礎的知見を得る目的で， (1)培地の化学的経成・物理的性質， (2) :l~:養環境条件， (3)供試品
種・綴付け切j干の選択， (4)継代培養， (5)器官形成の組織学， (6)椛養生株の変異性， (7)変
異株の積極的作自法などの諸問題について検討を加えたものである.若干の結果が得られたので
逐次報告することにする.
コド報では，上記諸問題の検討のための植物材料となる品種の選択を含めて，説在我が闘で栽培
されている品種の中から代表的系統・品種を選び，器官形成l乙関する品種間の差j廷について検討
を行った.
1. 実験材料および方法
供試したキクのうち，大~金系品種を除いたすべての品穏は1968年 KI校卒大学農学者15遠藤元JIIr博
士(混岩手大学農学部)から分譲を受け，従来から本学問;場で栽培していた大輪系品種とともに
栽培を続けてきたものである.
生長調官ri物質の種類・濃度・総合せ処理に対する各品穫の若~~.形成反応を調べるために，次の
実験を行なった.
実験1，2 :大輪系 1品種と中総系2品種の節閥茎横断切片を IAA為、よび kinetinの単独ある
いは組合せ添加培地で地養.
実験3:大輪系 1品穏と中総系2品積の鈎iI習茎横断切Jtを NAA;]0，よび kinetinの級合せ添加
培地で培養.
実験4:大・中・小輪系21品稜のi1i'i関茎横断切片を 3mg/llAAと1mg/lkinetinの組合せ添
加治;地で培養.
供試品種:実験1，2，31ζ供試した品種は中輪切花用の r議i湯の桜-'. r黄天ガ原-';]0，よび大輪
大摺の「来獅子J で，実験4では大輪浮物の r百年雪-'. r高原の雲-'，大摘の「大津波-'， r!=1輪切
花苅の「浅夢-'. r銀il-' • r銀笛-'. r松の雪-'. rみの黄金J・「都梅-'. r日本晴-'. rォワブラム-'，
r精興美山内料理用ギクの rもってのほか-'，江戸ギクの「清水の池-'，把後ギ、クの r春日姫-'，
伊勢ギクの「美紅-'， I~主 i峨ギクの「嵯嵯のj奄」なよび小輪切花用の f黄あり-' . r村の宝-'，文人ギ、
クの「初日の出-'，クッシ百・マムの「レッド・スターJ の計24品種で‘あった.
~:lil株の栽培:実験 1 では1974年 4 月23 日 lと，前年 l乙 15cm 鉢bよび 30cm 鉢で栽織した株から
さし穏を採集してさし芽し， 3遮開後lと鉢上げして6日後lζ誠心し， 3本仕立として栽地:した.
実験2では，実験1 (崎議開始:7月15日)1ζ供試した親株群を盟日に切りもどし3本仕立とし
て栽培した.笑験3では，実験2U音盤開始:9月23日)で供試した親株'/，1!tを翌日lと切りもどし，
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3本仕立として栽取した.実験4では，前年lζ15cm鉢で栽培した株から1975年4月18自にさし
穏を採集してさし芽し， 3遊間後l乙鉢上げして5日後に摘心し， 3本仕立として栽培した.それ
ぞれの実験に供試した親株群はガラス窓の16時間臼長下で栽Iたした.
椛Hけ切片の調製:各茎の最もずfl、渓関薬務生節から下方へ数えて第3fti]と第4i守iのfti'j[渇芸を
横断して4切}f(実験 4 では 2 切J4つを調製した.各実験区にふ、ける植付け切J4~の大きさは第 1
表の通りである.
茎の殺閣:植付け切}fを調製するに先立って菜の殺菌を行った.殺菌は， 0.1タ~~手求11< 1ζ炭若
剤として Tween20を0.1必添加した殺磁波に，第2ir(J下部と第5節上部の問の茎を人れ，関j>ji
しながら 3分間行った.殺菌後は滅磁水で3間水洗した.
キクの茎横断切J1t.は切断後放置すると切口が次第に偶色となり，やがて全体が褐変する.特lζ
高混j羽lとはその傾向が強い.従って，高温期にキクの組織培養を行う場合には殺菌液や殺磁波の
洗浄lζ用いる滅磁水を冷却して使用し，茎を切断した後は速やかに11付けなければ褐変する切片
が多くなる.
f在地の調製:培地lこは恭本以:地に Murashigeand Skoogの培地 (MS培地)をjちい， 11!~機騒
類と牒糖を所定の半;誌の蒸留水lζ溶解後 1規定の NaOHb'よび HClでpHを 5.51乙調楚した.
一方，所定の半量の蒸留水に粉末寒天を加えて 1200Cで副!解後，上記の無機坂類・熊糠淡を撹
伴しながら加え， 30x150mm試験管に 20mlづっ分注してアルミホイルで栓をした. IAA b'よ
びNAAは無水アルコーノレIL，kinetinと有機微量要素は 0.05規定の NaOHIZ::溶解し，これら
の溶液を混合して，ザイツの滅菌P過器で滅菌した.この滅磁混合液 O.lmlを上記の寒天政地を
1200Cで15分間オートグレープした後， if地が凝閤する1IIi1L添加した.各実験区lζ用いた生長調
節物質の濃度かよび組合せば第1表の通りである.
培養条件:培養は 280土1.50C，約 3，0001ux，16時出防長のコイトトロン KB-10S裂のグロース・
キャビネットで8週閥行った.
調盗::L長養開始後8週間まで毎週シュート発生切片数，シュート発生数，シュート発生部位，
シュート発生時期，線発生切片数，発根数，発根部佼，発恨時期，褐変切片数，潟変時期につい
て調査した.本報掲載の去ではj:1~f養 8 週間後の坊養打切り持の結果を示した.
なb'，培養物lと生じたシュートや根の形成様相などについては「実験結泉」の演に詳記するが，
実験結果を表記する上lζ必要な用語の説明を略記する.
形成されたシュートには2穣類(アプノーマノレ・シュートとノーマノレ・シュート〉が観察され
た.去では，シュートの一方だけあるいは両方を形成した摘付け切片をシュート発生切片とした.
根の形成については， 3種類のタイプが観察され，シュート lζ関述して形成されたと考えられ
た場合 (2種類)と，シュートの形成とは関係なく根だけが生じた場合とがあった.表示した発
根切片とは，根だけが形成された切片である.
また，表示した褐変切Jtは r茎の殺菌J の項で述べたように，板付切Jtの取り扱いに注意を
払ったにもかかわらず縄変した切j十である.
III.実験結果
本実験は， 24品種のキクについて，その茎の節問の横断切片を kinetinとIAAまたは NAA
を組合せて添加した MS培地に植付け，それらの培養物の器官形成の様相を調べたものである
が，実験j哀別にその形成様j憶について述べるに先立って， 4穏の実験を通じての観察として，シ
ュートと根のllim様相を述べたい.
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培養を始めて約1週間たつと，寒天而とは反対の値付け切Jt切断聞や側面にカノレスが生じはじ
め，その後そのカノレスからシュートが形成されてきた.形成されたシュートに2種類が観察され
た.一つは地:養開始後比較的初期 l乙発生し，全体が緑色水浸状で 1~数枚の納長い薬を議史的
lこ泌1mし， f在養j羽聞の経過にともなって次第に褐変枯死するシュートであり，アブノーマノレ・シ
ュート (abnormalshoot)と呼ぶ ζ とにした(写真1).他の一つは，アプノーマノレ・シュートよ
りも遅〈発生し，全体が緑色不透明で比較的に丸i沫を帯びた薬を展開し，節閥が伸長し，将来ニヒ
機栽培可能なシュートであり，ノーマノレ・シュート (nor・malshoot)と名づける ζ ととした(写
真2).ノーマノレ・シュートは単独で発生することはほとんどなく，アプノーマル・シュートが
発生した切片に形成される;場合が多かった.な.:b'，アブノーマノレ・シュートのみを発生している
切片でも適当な狩期(最適時期については検討中)に防援額のi宮地で継代培養するとノ…マノレ・
シュートが発生した.しかしながら，培養開始後8週間を経てもシュートや根を形成せ‘ず，しか
も褐変していない切Jt，つまりカノレスのみを生じた切片のほとんどは同じ滋類の培地で継代培養
しでもシュートや根を形成しなかった.
な.:b'，発生したノーマノレ・シュートのなかには椛化した惑をもっシュートがしばしば観察され
7こ.
根の形成については3種類のタイプが観察された.まず，椛義初j切に板が発生して，その根は
よく伸長したが，シュートは会く形成されない場合があった (NAA添加区).つまり，絞のみ
の形成に終ったよ:;?l主主切片で，表で発根切Jtとしたものである. 次に，形成されたノーマノレ・シ
ュートに関述して絞が生じた場合があった.これらの綬は培養後期に発生し，よく伸長した.更
に，アブノーマノレ・シュートからもまれに絞が生じていたが，これらの根はほとんど生長してい
なかった.
なか，培養開始後8週間経過してもノーマノレ・シュート lζ発般が認められない場合が少なくな
かった.ζ の発根していないシュートはさらにそのままの状態で培養を続けるか，シュートを切
取って事ji と生長;ìJ，~îlíí物質を添加していない MS 崎地に締付けるか，あるいはパーミキュライト
にさし芽して十分な管理を行うことによって容易に発般を促し，小純物をf怒る ζ とができた.
応義切片の掲変については r実験方法J の攻で述べたように， r会議切片の取り扱いには主主意を
払ったにもかかわらず生じたことに留意したい.ζの場合は，t合養した切片がカノレスをほとんど
生じることなく培養1m始後!日iもなく禍変約死している.この禍変切片の出現は，培地lと添加した
生長調節物質の積~i • 濃度・組合せにも関係があると考えられる.
次 l乙，災験 1~4 について別々に器官形成の様粉を記述する.
1. 3品磁のi'i閤菜横断切片の lAA.:b'よび kinetinの単独あるいは組合せ添加処埋l乙対する
器官形成反応(実験1，2) (第2表). 
lAA 単独添加毘:供試した3品磁の茎横断切片の培養物にはシュートbよび根の発生は会〈
観察されず， γ芸医院の桜J の地養物を除いて「賞天ガ}京J では約6096が，また「東獅子J では0.5，
1.0mg/l区でほとんどの縫養物が，3.0mg/11までは約6596が掲変枯死した.
kinetin単独添加区:3品怒ともにシュート為、よび根を発生した培養物は全く認められず，培
養開始後約2週間のうちにほとんど橋変枯死した.
1AAとkinetinの組合せ添加区:r事協の桜」の茎横断切Jtの培養物はすべての総合せ区でシ
ニェートの形成が認められたが r黄天ガ!京J では 2.0mg/l 1AA +0.2 mg/Z kinetin区為、よび 5.0
mg/Z lAAト1.0mg/Zkinetin区でそれぞれ1切片のみに観察された.r !lm~子J ではいずれの組
合せiまでもシュートの発生は認められなかった(写真3). 
lAA と kinetin の組合せ添加区でシュート発生切片数が多かった r事I~の桜J では， 1AAの
己、
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tl~ 40 -~ま (1976)
濃度が Oム1.0mg/1の場合， kinetin濃度がそれぞれの 1AA最の1/2を組合せた毘が他の組合せ
iまよりもジュート発生切片数が多く， 1AAの濃度が 2ム3.0，5.0mg/lの場合， kinetin濃度がそ
れぞれの 1AA震の1/2よりも低い組合せ区でジュート発生切片数が多い傾向があった.
根のみを発生した切片は3品種ともにいずれの区P:1，'いても認められなかった.
2. 3品種の茎横断切片の NAA1，'よび kinetinの組合せ添加処理に対する器官形成反応(実
験 3) (第3表).
NAAと kinetinを組合せて添加した MS域:liBは，-主農協の桜J と「武天ガ原J の茎機筋切片
の培養物lζ シュートの形成が認められ r東3é~子J のi音養物では全く観察されなかった r事協の
桜J のシュート発生切片数は NAAと kinetinが河濃度の組合せ区lζ多かった r武天jf原」で
はシュート発生切片数は少なく，シュートの発生が観察された組合せ区は NAA濃度の低い 0.1，
0.5mg/1区のみであった.
般の発生は，供試した 3 品種の中で r~医院の桜J の治:養物にのみ認められ， NAA濃度に対し
て kinetin濃度が1/2以下の濃度区で観察された.
掲変した切片はいずれの院でも全く認められなかった.
3. 21rWJ磁の茎横断切片の 3mg/I1AA十1mg/1kinetin添加処趨Uc:対する器官形成反応(災験
4) (第4表). 
供試した21品種のうち，大輪系 3品穆で{士会〈シュートの発生は認められなかった.切花}百r=!'t
依然大学農学粂綴38 
The organ formation of sten司segmentsof 21 chrysanthemum cultivars. Table 4. 
No. of segments 
Cu1tivars Form & type 
browncd 
Largc-flowercd 
????
?
???????????????????
without shoots 
& roots 
?????????
with shoots 
????????
??
cxamincd 
????????
Hyakuncn-yuki 
Kogcn-no-kumo 
Otsunami 
Asayumc 
Ginkaku 
Cinteki 
Matsu-no・yuki
Mino-koganc 
Miyako-ume 
Nihonbare 
Oriflamme 
Seikδ明bizan
乱10tte岨no・hoka
Shimizu-no-ike 
Kasugahimc 
Bibcni 
Saga輔自o-iori
Ki-ari 
Mura-no・takara
E王atsuhinode
Red Star 
Mcdium-flowercd 
Cut帽flowcrusc 
Cooking use 
Edo-giku 
Higo-giku 
Isc-giku 
Saga-giku 
Small-flowered 
Cut-flower usc 
Bunjin-giku 
Cushion-mum 
宮崎・凶fc.I為的:キクの級織培養(第 1
輪系 9r'i百磁のr:1:tでシュートの発生が認められた品稜数は 3品積で，他の 61日穏は全く認められな
かった.シュートが発生した3品種の1'でも 1r'ii'，種は縞付け切j干のすべてにシュートの発生が認
められたが， i自の2品被はそれぞれ1切片だけにシュートが観祭された. 1';1翁系5品磁のIドで‘シ
ュートの発生が認められたih額数は 2，Wl:fl1i.で，そのうち 1品税はすべての切片に，他の 1，日t禄は
わずかに 1切j干のみに認められた.また，小輪系では， 4 品積 I~:t 2 I弘穏にシュートの発生が認め
られ，そのうち 1品麗はほとんどの切片に発生したが，他の 1，おf!1i.は発生切}十数が少なかった.
根だけを発生した品種は全く認められなかった.
IV.考察
キクの節ral茎i'Ji断切Jtを培養した一連の実験によって，培養によるシュート形成の様相には著
しい品極関長奨があることがわかった.形成されるシュートに発絞が伴わない限りは，組織培養
によるキクの繁殖の将来性は期待できないわけであるが，この点lζ関しても，形成されるシュー
トl乙艇を生じさせる方法が確かめられている.
な.:b'，キクの組織培養にふ、いて，器官形成の品種間差異の観察の他1[，親;Jaミと染色体数の若干
異なるシュートが形成されうることが著者全容のキクの組織培養に関する一連の実験で観察されて
かり 18119) キクの組織!t養は育穣の一手段としても役立て得ると思われる.育成した植物の急速
な鳩殖のためにも，キクの繁殖手段として，その組織地譲ーに関する基礎的諸条件を切らかにする
ことは必要である.こ ζl乙本字誌の椛養条件下IC.:b'けるキクの法官形成様相を分析考察して， J二記
の'Al!誌に答えたい.
培議下の器官形成の品種間差異について
j貨物は，環:lj~条件の自然条件下の推移または人為的変更に応じて物質的・生域的に対応変化し，
ひいては組織的・形態的変化すら示すに到るといえよう.その対応の仕方・様柏は，植物の種類
の棺迭に依存して災なっているであろう .ζの対応の仕方・様相の速いが，植物のもつ別の形質
の相違と関連していないかどうかを知ること， .:b'よびそのような関連のある形質を探してみる ζ
とは意義ある ζ とであろう.
織物の組織培養を行った場合に， :t青地の化学的・物理的初速や土庁議環境条件の相違lζ基づく器
官形成反応の差異もあるわけであるが，供試織物の品種等の迷いによっても築なる ζ とが観察さ
れている.本実験ではキクの24品種について培養下の器官形成に関し切らかな品種間差異を認め
たのであるが，下記のように，国， f!li.， 1ft，砲の異なる i縞物群にわたって3}~われる反応差を調査し
た報告もある1110112117)20)
Nataraja17)はキンポウゲ、科の4}，混4殺の花芽ふ、よび約を府議し，Rananculus sceleratusでは
シュー ト， 1'U字、よび!凶状体が，Consolida oriental:ぬではシュートと根が，また，Delphinium 
brunonianumではいずれの器官も分化しなかったことを報告し，吏1[キンポウゲ科では!伍状体
の形成は 1授のみしか認められなかったが，セリ科では多くのj誌に伍状体が形成されている ζ と
に触れ， 1泌状体形成能力は恐らく種の養分要求lこ関係のある巡伝的構成によると結論している.
穏H~差災に関しでは， Kaulふ、よびSabharwa112lは Haworthiα腐の9穏と 1極限雑種の花柄h切片
と雌蕊を1f議し，形態形成反応には磁特災性は認められなかったと述べている.Iizukaら凶は
3品殺のキクの筒状花を種々の域地でi古‘養し，カノレス形成は3品種間にわずかに差異があるにす
ぎなかったが，務官分化については，品極によって差薬が認められたと述べ，務官分化に必要な
光条件も品穏によって災なったと報告している.
織物の組織法蓮I[.:h'いて，こうした器官形成の反応差が存在する理由や反応差が生じる涼協に
40 佐賀大学}史学:袋線第40号 (1976)
ついては上記の文献もほとんど触れていない.ζの原国はそれ程簡単につきとめられる ζ とでも
ないであろう.
著者らは，こうした反応差の生じる原鴎を探究する一助として，このj訟法~下のお官形成反応の
本m逃が，供試!日3磁のもつ「別の形質J の相違と関i返していないかどうかについて考究してみた.
栽培ギクの分類法として，花(花序)の大小または花(花序)の数による区分が行われている.
ここで問題としたい花序の数とは，一花序を構成する小花の数(これは花の大小に係わる
である〉ではなくて，小花の築合体としてのいわゆる花の数であり，花!予をm生する茎の数とも
いえるし， ~むとは分校の数ともいえる(後に詳述). 
さて，キクを大輪系，中輪系，小輪系などの系統l乙分ける ζ とがある.本報供試の24品種につ
いて， ζれらを大総ヤ輪，小輸に分け，吏K，その培養下の器官形成の程度をふ、かまかに類別
してみると下表のようになる.
シュート発生切j干 大輪系 ~l~輪系 小総系
多 L 、 O 3 1 
少ない O 4 1 
全くない 4 9 2 
iド総系では16品種中7品積， IJ、輸系では4品種中2品種，つまり両系統ともに供試品種の約半
数がシュートを形成したが，大輪系にはジュートを形成した品積は全く認められなかった.
次l乙，花の大きさではなくて，上記の意味で・の花の数を採りあげて考えてみよう.
キクでは茎の長さに相違はあっても，茎のm~，品 lζ花序が]頁生するから，花の数は花を頂生する
の数という ζ とになる.茎の数は，茎lζえ寄生する葉の葉般にあるIJ皮芽が遂次生長を始め，伸長
することによって培1加する.
茎の頂端にある芽(頂芽)は，栄益生長過程にあるi待は，その頃端分裂組織の活動によって誕
の幼原認を分化し， Z定数を増す.誕の分化形成の進行のある段階で(織物の磁類によって早晩が
ある)，その護服部に生長円錐を分化し， JJ:皮芽を形成するが， ζ のJJrl(~三がいつ生長を開始するか
が問;趨となるわけである.
純物には， 1究第俊勢性の:宮しいものと表現されている他物，すなわち， JJ幻J~ は1* 11民を続けて!t
長活動をせずにいわゆる一本立の姿をなす純物と， m芳三銭勢性の弱いものと規定されているも
ので， 1成主主の休日毘が浅くて容易に生長活動を始め，分校の比較的多い姿をとる純物とがある .ζ
の頂芽俊勢性の強弱は，総物がi立伝的にもつ分校性の強弱ということでも表現されよう.つまり
頂芽俊勢性の強い縞物とは分校性の低いものであり， m主主俊幸全般の!J!J~ 、縫物とは分校性のi高いも
のといえる.分校性の低い積物も摘心(あるいは茎国部の aUXlnの法的関係が茎頂部そ摘除し
たのと同じ状態lと導かれると考えられる花立二分化誘起ないし anti“auxin的作用物質の適当な施
沼)によって，その強い頂芽俊勢伎が打破されてJ夜茅の主主長活動が促され，分校型車姿lζ導かれ
る.
ζこで，花の大きさによって分けたキクの各滋類について，その分校憾の強弱そ紙観してみる
と，大輪系は分校長1:が極めて弱く(摘心しなければ絞芽不活動).小・中総系は分校性が強い傾
向があるといえよう.
組織地:養にかけるキクのシュート形成の品種間差異は，品極がもっi当然条件下の分校性と関係
があると考えられないだろうか.
分校性の高いものとは，阪芸ドの生長活動が始まりやすいものであると規定したが，吏lと考えを
一歩進めて，分校憾の高いものでは分校の基礎である版芽の分裂組織の分化そのζ とが，つまり.
生長円錐の新生性が細胞レベノレで比較的に高いのではなかろうか.それが培養する ζ とiζよって
波乱守・ l干l代 'IIi:;Hl:キクの組織抗議(第H!u
一問符易になるのではなかろうか.
アブノーマル・シュートについて
41 
キクの節i斑茎横断切1干の務養1<:b'いて形成されたシュートに，栽培に移しうるノーマノレ・シュ
ートの他にアブノーマル・シュートと名づけたシュートが存在していた.ζ の2積類のシュート
の関係には興味深いものがある.
ノーマノレ・シュートの形成は，アブノーマノレ・シュートそのものの住民の継続・発股として観
察されているのではない.同シュー i、のtH羽は位置的に異なる地養物音fi分Iζ沿いて綴察されてい
る. しかも一般的にアブノーマノレ・シュートがまず形成され，このアブノーマノレ・シュートが形
成された収益物に，それとは尽なった位援に時間的1<::遅れてノーマノレ・ジュートが形成されてい
る.つまり，ノーマル・シュートの形成にアブノーマノレ・シュートの形成が先行しているのであ
る.
府主主結来を調主t表示したげ(培養8週間後) ~ζ ノーマノレ・シュートの形成が観察されていない
培養物にかいて丸，アブノーマノレ・シニLートが形成されている塙義物には，時期的lと遅れてノー
マノレ@シュートの形成がJW待できる.このことが実験的に権かめられている.
な:b'，上記調査日にノーマノレ・シュートだけしか観察できなかったまれな事例については，先
行したアプノーマノレ・シュートの王手期枯死消失が考えられよう.
アプノーマノレ・シュート形成の涼躍については，滋々の挽測ができるが(例えば，著者らの行
った-;Ijjfの実験結果-;;1と発表ーを考慮に入れての推測では，添加物質とi帯設物中の内生物質との
相瓦作用)，今後の実験的検討をまって論究したい.
関一培地におけるシュート形成に憶する茎横断切片の反応個体差について
|持続 ~~~î • [ilj濃度の物貿添加の培地上で，器官を形成した培養切片と縦形成iζ終る切片とが存-I:E
した.ζ のt古ー 養切)4"の反応似体差の傾向は NAA添加区で著しいようである.
t官接下の器官形成lζ関する切片の反応偲体差の原因については日orakらの説9)(同品種内閣子
2K~不強一説)があるが，栄義繁殖伎のキクには， ζ の説を適用することはできない.
この反応%1体授の館関検討のための一笑殺として， 3!?養茎採取親t~，その採取茎， 5むと間一茎
での地;養茎切取り討j){立を災にする災験を行ったが，上記の倒体差を説明するに足る災絞結来は得
られていない(未発表). 
シュート形成に関して崎養切)4"の反応似体差が観祭されたということは，組織培養にふ、ける器
官形成の儀相を品磁を災にする場合について比較検討することの他に，むしろそれに先立って，
同一純物についてのJl~ll:遜純物体部分の選択，その採取時期の選択の必要性を主援するものである
ともいえよう.
ζの[UjJ還に関しては，茎頂，特lζ幼頭状花序培養を行った場合lζシュート形成が著しく高まり，
茎の横断切片の椛養ではシュート形成の問主lEであった「黄天ガ原J や「東j御子」でもシュート形
成が観察されていること(米発表)に注目したい.
総織府議れこかける器官形成の品夜間差災については，先1<:，キクの茎の分校性の品積間差異
とのi珂述を考えた.すなわち， m端分裂組織として活動する生長円錐の新生が遺伝的要時に基い
て谷易であるようないわゆる分校性のおい草[iyJi!こJ，，'いては，組織椛養という条件下では，この生
長円~ffi のまIr生が一段と谷易になるのではなかろうかと考えた.
キクの幼iJ!状花!予の応義の結果については，次のように考えられるのではなかろうか.生長円
~lü の事rr~.が次々に行われて小花が分化して行くように方向づけられたキクの幼頭状花序にかいて
は， 1在養条件下では，その多数の事rr生生長丹~ffrが， J長地条件lζ影響されて，一段と活発に梁芽と
しての生長活動を促されるようになるのではなかろうか，
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キクの菜横断切片if:きをKb'いて観察された般の形成については， 3極j到のタイプがあった.す
なわち，培養下で形成されるシュートとは無関係に狼が単独に形成された場合と，ノーマル・シ
ュート形成1'(関連して，形成されたシュートから発叙してきた場合， ;j今、よび，アプノー マノレ・シ
ュートと関連してまれに発根し，ほとんど生長が認められない場合とである.
シュートとは無関係の単独発根事例は， j古・養初J9H乙観察され，以:養物l乙形成されたカノレス自体
から一次的lζ形成された直接的発桜例である .ζの事例11，NAA添加援にのみ出現してbり，
この場合の1f養切片は，発根のみを示すにとどまって，シュート形成を示さなかった.従って，
ζの事例は組織培養によるキクの繁航という阪では悩依がないわけである.しかし，これは，鴻
義下で形成されたジュ…トとは無関係に生じたものであるから，士宮地lと添加した生長調節物質の
恨の形成l乙関するi道接的影響を物語っているともいえるわけで，乙の般の形成が NAA添加院に
限られていた ζ とも考滋に入れると，根の形成要因探究上注目すべきものであろう.
次に，ノーマノレ・ジュート形成に関連している発根本例について考えてみたい.
IAA添加的地にふ、いて，培養打切日までに，形成されたシュートからの発根が観察されたの
であるが，その他に， ft~ll:養 8 週間後にはノーマノレ・シュートだけが鋭察されるにとどまり，それ
からの発tlQは認められなかった事例も少なくなかった.もっとも，ここで留意したいζ とは，乙
の段階にかける未発娘シュートについては，培養総統ないしは継代地:養，更にはパーミキ品ライ
トへのさし31:などによるシュートからの発桜が観察されたことである.いずれにせよ，形成され
たシュートから発根が実験的に期待できていることは，茎切}干の法務による繁殖への利用を保証
しているわけである.
さて， cytokinin/auxin ratio が高い崎地で発根が阻害されている事例の報告は多~，4)6) 11)" * 
実験では， Ji~:養 8 週間までに形成されたシュートからの発根が認められた場合も多かった.この
場合の発般については，培地中の生長調節物質の直接的影禁?を考えるよりは，これらの物質の減
底的変化(カルスやシュートによる吸収・光その他による分解)と形成されたシュートにお、いて
合成されると考えられる発線促進物質との総合影響を考えるべきではなかろうか.
組織培養下にbける務官形成lこ拐する生長調節物質の質的・没的関係lとついては，一般にシュ
ート形成を促すといわれる物質の添加実験を行っている LaMotteb'よび Lerstenl3)の報告から
その複雑性が示唆されてbり，結論を急がず，悦霊lζ 実験の積上げを待つべきであるといえよ
っ.
摘要
栽培ギクのインピトロでの器'0"形成lζ関する品積間差異を検討するために， 3品積(中!輪切花
j者の r喜多般の桜J，r業天ガ、涼.J.:k、よび大輪観賞F誌の r}¥ミ獅子.J)の長官関茎横断切}ニ?を種々 の濃度
のIAAとkinetinの単独・組合せ添加の MS培地で培養した.また， 21品穏の茎切片・を 3mg/1
IAAと1mg/lldnetinを組合せて添加した MS培地で培4養した.結果は次の通りである.
1) IAAあるいは kinetin単独添加培地では 3品稜ともに全く務官の形成は認められなかっ
たが， IAAあるいは NAAとkinetinを組合せて添加した綾地では「東獅子J を除く 2M，穆で・
シュートの形成が認められた r霊安協の桜」の峻獲物は IAAと kinetinの16組合ぜすべての区
でジュートが形成されたが， r]1在天ガ原J では傑かに2組合せ毘でシュートの形成が認められた.
lAAの代りに NAAを kinetinと組合せて添加した場合にはシュートの形成はやや抑制された
が，板を発生した格:獲物が認められた.
'!;i~，(f・凶代・ j誌1lI:キクのMl織椛養 (~1 'W) 
2) 3mg/l IAAと 1mg/1kinetinを組合せて添加した MS崎地では，大輪系 31¥訂設は全くシ
ュートを形成しなかったが，中総系14品種1=/τ5品種l乙，IJ、輸系 4 品穏 ~I~ 2 1'.1種lとそれぞれシュー
トの形成が認められた.恨のみを発生した品種は全く認められなかった.
これらの結果は， J音養下でのシュートの形成と自然条件下での分校性との!切に，ある関係が存
tL:していることを示唆しているようである.
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Fig. 1. 3-wcck-old culturc of stcm scgment of “I(ayo-no-sakura" sho¥ving 
dcveloping abnormal shoot b百ds.
Fig. 2. 8-weck-old culture of stem segmcnt of・'Kayo-no-sakura"showing 
devclopcd normal shoots. 
Fig. 3. Stcm segments grown for 8 weeks on MS medium with 1.0 mgJl 
IAA-I-0.5 mgJl kinetin. From le仕 to right; “Kayo-no-sakura"， 
“Azumajishi"，“Ki-amagahara" . 
